
  

 

 

令和元年６月定例記者会見 
 

日 時：令和元年６月１９日（水）１３：３０～ 

場 所：本学事務局３階第 1会議室 

内 容： 

 

１．北越コーポレーション株式会社との包括的連携協定締結について 

（長岡技術科学大学 理事・副学長 大石 潔、 

 北越コーポレーション株式会社 常務取締役 鈴木 裕） 

     

２．日本原子力学会からフェローの称号を授与された件について 

（原子力システム安全工学専攻 教授 鈴木 達也） 

 

３．上越教育大学・長岡技術科学大学 共催 

学び続ける教師のための研修講座 講座 F 

「ICTを活用した協働的な授業づくり 

～AI（人工知能）は授業をどう変えるか～」の開催 

        （技術科学イノベーション専攻 准教授 髙橋 弘毅） 

 

 

 

 

 

以  上 
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報道資料 

令和元年６月１９日 

報道機関各位 

国立大学法人長岡技術科学大学 

北越コーポレーション株式会社 

 

 

包括的連携協定締結のお知らせ 

 

国立大学法人長岡技術科学大学（以下「長岡技科大」といいます。）と北越コーポレーション株式会社

（以下「北越」といいます。）は、下記のとおり包括的連携に関する協定を締結いたしましたのでお知ら

せします。 

 

記 

１．目的 

両者の連携・協力を促進し相互の発展に資するとともに、人材育成、科学技術の振興及び産業と社 

会の発展に寄与する。 

 

２．連携の主な内容 

（１）研究開発 

長岡技科大の持つ学術的知見を、北越が進めているセルロースナノファイバー（ＣＮＦ）などの 

新製品開発や既存商品の機能強化などに活かし、製品価値の向上と開発のスピードアップを進める。 

（２）社会的課題への取り組み 

国際的に注目されている「マイクロプラスチック」問題などの社会的課題に、両者で協力して取 

り組むと共に、ＳＤＧｓに関する取り組みを進める。 

（３）人材育成と学生支援 

北越は、学生の実務訓練生としての受け入れや工場見学などを通じて、長岡技科大が進める「実 

践的・創造的な能力の開発」に協力する。併せて長岡技科大の男女共同参画推進室の取り組みに

協力する。 

（４）国際貢献 

長岡技科大が進める「スーパーグローバル大学構想」を支援するために、北越は、留学生の実務 

訓練生受入れや、海外からの長岡技科大への見学団の工場見学受入れなどを実施し、ＧＩＧＡＫ

Ｕテクノパーク（ＧＴＰ）ネットワークの一翼を担う。 

    ※ＧＩＧＡＫＵテクノパーク（ＧＴＰ）ネットワークとは、産学官連携モデルを海外に展開し、社会ニーズに応える実践的グロー

バル技術者を育成し、グローバル産学官研究による日系企業のグローバル化を支援・牽引することを言います。 

 

３．協定締結日 

令和 元 年 6 月 19 日  
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報道資料 （受賞関係）日本原子力学会からのフェロー称号 

令和元年６月１９日 

報道機関各位 

 

「日本原子力学会からフェローの称号授与について」 

 

長岡技術科学大学 原子力システム安全工学専攻 

教授 鈴木 達也 

 

1. 日本原子力学会フェロー称号の概要 

 日本原子力学会で、原子力分野及び学会の発展に顕著な貢献した会員にフェロー称号を与え、更なる原

子力と学会の活性化と発展を期すものです。このたび「1.顕著な学術的貢献」「2.学会運営への貢献」「3.

その他事項 － 人材育成への貢献等 －」が認められてフェローの称号が授与されたものです。 

２．フェロー称号の授与理由 

（１）学術的貢献 

再処理・核種分離に係わる研究開発、その中でも特に、多孔性シリカに担持させたピリジン樹脂を開発

し、そのシリカ担持型ピリジン樹脂を用いたクロマトグラフィによるマイナーアクチノイドと希土類元素

の分離およびマイナーアクチノイド間の相互分離などの研究成果が、再処理･リサイクル分野での多大な

学術的、技術的貢献をし、今後の高レベル放射性廃棄物の処理処分低減化のために研究が進められている

分離・変換技術にもその研究成果が応用できるものとして評価されています。 

（２）学会運営への貢献 

原子力学会の再処理･リサイクル部会運営委員として、学会運営に貢献を果たすとともに、原子力学会

主催で開催した GLOBAL2011(2011年核燃料サイクル国際会議)、ANUP2016(2016年原子力展望アジア会議)

の国際会議で実行委員として、会議の成功に大きく貢献したこと、また、学会内の数多くの研究専門委員

会で委員、幹事を歴任すると共に、現在も「将来原子力システムのための再処理技術」研究専門委員会で

は主査を務めており、学会活動の活発化への貢献も著しいこと、さらには、関東・甲越支部幹事、代議員

等にも就任しており、学会活動の様々な面で幅広く貢献していることが評価されています。 

（３）人材育成への貢献等 

文部科学省、規制庁等の原子力人材育成プログラムに係わり、他大学や研究機関が実施するプログラム

にも協力を行い、長年人材育成に尽力していること、長岡技大において、原子力人材育成の高等専門学校

との連携（高専連携）にも携わり、いくつものプロジェクトに係わっていること。その中でも「放射線利

用施設を用いた実践的原子力技術者育成の高専・大学一貫教育の推進」プログラムでは、代表者としてプ

ログラムを推進し、高専での原子力教育研究を施設面からも長岡技大でサポートする体制を構築したこ

と、などが評価されています。 

 これらの評価により、日本原子力学会から、フェロー称号を授与されたものです。 

３．今後の抱負 

 学会のフェロー称号は、これからも学術的な活動により、学問分野としての原子力を発展させ、また、

今後ますます必要となる原子力の人材を育成することが期待されているものであり、長岡技術科学大学が

その中心となるべく、ますます、研究・教育に励んでいきたいと思っております。 
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報道資料 

令和 元年６月１９日 

報道機関各位 

長岡技術科学大学 

上越教育大学・長岡技術科学大学 共催 

学び続ける教師のための研修講座 講座 F 

「ICT を活用した協働的な授業づくり ～AI（人工知能）は授業をどう変えるか～」の開催 

 

技術科学イノベーション専攻/情報・経営システム工学専攻  

准教授 高橋弘毅 

１．講演会開催の背景 

本学と上越教育大学は 2018 年 9 月に、両大学が教員養成、教育、研究等における人的・物的資源の相互活用

などの連携協力を推進するとともに、両大学の理念や特色を活かした活動を通して、我が国及び地域の発展に

寄与することを目的とする連携・協力に関する協定を締結しました。また、両大学のメンバーに加え、山梨県

立大学、日本大学、（株）デジタルアライアンスの「ICT」、「データサイエンス」、「教育」の専門家メンバーが

タッグを組み申請をした、国立研究開発法人情報通信研究機構(NICT)の委託研究 「データ連携・利活用による

地域課題解決のための実証型研究開発：過疎地域の学校を AI が支援する遠隔協調学習システムで結ぶことによ

り地域課題の解決に対応する取り組み」が採択され、2018 年 12 月から委託研究を着実に進めています。 

学び続ける教師のための研修講座は、理論に裏付けされた実践を目指すための講座と位置づけ、その中でも

講座 F「ICT を活用した協働的な授業づくり ～AI（人工知能）は授業をどう変えるか～」は、今後ますま

すその活用が求められる ICT 機器について、両大学の共同研究や NICT 委託研究の成果を踏まえ、様々なアプロ

ーチから迫ります。なお、現職教員の方はもちろん、研修講座とありますが、教員を志望する大学生・大学院

生、そして教育に関心のあるすべての皆様が対象となりますので、広く周知をしていただきたく思います。 

 

２．開催概要 

日時：2019 年（令和元年）７月６日（土） １３時 開始 （開場 １２時３０分）（１６時 終了予定） 

上越教育大学・長岡技術科学大学 共催  新潟県教育委員会、新潟市教育委員会 後援 

会場：長岡技術科学大学 講義棟 １階 アクティブラーニング室２（AL2） 

講演者とタイトル： 

「ICT と学び合う授業づくりについての考え方」 

水落芳明（上越教育大学・教授） 

「CSCL システム edutab を使ったタブレット端末を活用した協働的な授業づくりの体験」 

大島崇行（上越教育大学・准教授）、榊原範久（上越教育大学・准教授） 

「協働的な授業づくりに AI はどう機能するか？ 〜先生と AI が協働するのは夢ではない！〜」 

高橋弘毅（長岡技術科学大学・准教授） 

参加について：無料。現職教員の方はもちろん、研修講座とありますが、教員を志望する大学生・大学院生、

そして教育に関心のあるすべての皆様が対象です。事前参加申込が望ましい。参加申し込みは、メールまた

は FAX にて。（詳細：別紙資料のポスターに記載）。 

問い合わせ先：上越教育大学 大島崇行 oshima@juen.ac.jp、本学 高橋弘毅 hirotaka@kjs.nagaokaut.ac.jp 






